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問題 1: 力とポテンシャル 原点にある質量Mの質点と位置 (x, y, z)にある質量mの質
点の間に働く万有引力のポテンシャル U(x, y, z)は，万有引力定数をG として，

U(x, y, z) = G
Mm√

x2 + y2 + z2

で与えられる．

1. ２つの質点間働く力F = (Fx, Fy, Fz)を求めよ．

2. 力の大きさを求めよ．

問題 2: 力とポテンシャル 2 2つの原子間に働く力のモデルとして，レナード・ジョー
ンズ (Lennard-Jones)力がある．質量mの原子がもう一つの原子から受けるポテ
ンシャルは，原子間の距離を rとして，

U(r) = 4ε
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と与えられる．ここで，σ, εは定数とする．原子間の距離 rだけに注目し，一次元
空間の力学的運動を考える．

1. 力を求めよ．

2. 力が 0になる位置はどこか求めよ．

問題 3 カチカチボール

ニ球衝突問題を考える．ただし，m1 = 2m2

のとき何が起きるかを考えよ．例えば，m1

を高さ hから静かに話したとせよ．
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問題 4 「講義について」： 何かあれば．．．
締め切りは 7月 14日 (金)とする．
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